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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第１四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第１四半期 9,015 14.1 900 40.4 854 △5.1 559 △4.3 

29年３月期第１四半期 7,904 △40.8 641 △23.6 900 29.4 584 △9.0 
 
（注）包括利益 30年３月期第１四半期 556 百万円 （8.1％）   29年３月期第１四半期 514 百万円 （△19.1％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第１四半期 7.86 － 

29年３月期第１四半期 8.21 － 

 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

30年３月期第１四半期 83,186 39,213 47.0 

29年３月期 83,439 39,156 46.8 
 
（参考）自己資本 30年３月期第１四半期 39,094 百万円   29年３月期 39,034 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
29年３月期 － 0.00 － 7.00 7.00 
30年３月期 －         
30年３月期（予想）   0.00 － 7.00 7.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 
 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 16,700 7.9 1,400 31.7 1,300 △2.3 1,100 21.0 15.46 

通期 34,000 8.9 2,400 △35.6 2,300 △40.6 2,100 △37.6 29.51 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

 

 

 

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期１Ｑ 71,270,910 株 29年３月期 71,270,910 株 

②  期末自己株式数 30年３月期１Ｑ 97,505 株 29年３月期 97,505 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期１Ｑ 71,173,405 株 29年３月期１Ｑ 71,173,571 株 

 

 
 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日～平成29年６月30日）におけるわが国経済は、企業収益や雇用環

境に改善がみられ、緩やかな回復基調が続きました。円の対米ドル相場は、概ね１ドル110円近辺で推移し、期末

には112円となりました。 

 こうした中、当第1四半期連結累計期間における売上高は、前年同期比14.1%増の90億15百万円となり、営業利益

は前年同期比40.4%増の９億円、経常利益は８億54百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は５億59百万円と

なりました。 

 

金属チタン事業 

 当第１四半期連結累計期間における金属チタンの需要については、主な最終需要である航空機の生産が堅調であ

ったほか、一般工業用では昨年のような大型海水淡水化プロジェクトがなかったものの電力向け等の需要があり、

総じて安定的に推移しました。 

 こうした状況のもと、同期間の金属チタン事業の売上高は、一部顧客向けの前倒し出荷が期中にあったことを主

因として前年同期比12.2%増の52億21百万円となり、営業利益は２億36百万円となりました。 

 

機能化学品事業 

 当第１四半期連結累計期間において機能化学品の需要は堅調に推移しました。 

 こうした状況のもと、同期間の機能化学品事業の売上高は、触媒関連製品及び電材関連製品の増販により、前年

同期比16.7%増の37億93百万円となり、営業利益は12億49百万円となりました。

 

 セグメント別連結売上高                   （単位：百万円） 

 

区 分 

 

30年３月期 

第1四半期 

29年３月期 

第1四半期 
増減率 

金属チタン事業 5,221 4,652 12.2％ 

機能化学品事業 3,793 3,251 16.7％ 

合     計 9,015 7,904 14.1％ 

 

 セグメント別連結営業利益                  （単位：百万円） 

 

区 分 

 

30年３月期 

第1四半期 

29年３月期 

第1四半期 
増減率 

金属チタン事業 236 155 52.8％ 

機能化学品事業 1,249 984 26.9％ 

全 社 費 用 △585 △497 － 

合     計 900 641 40.4％ 
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（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、売上債権の増加等があったものの、減価償却による固定資産の

減少等により、前連結会計年度末比２億53百万円減の831億86百万円となりました。 

 負債の部は、長期借入金の返済を主因に、前連結会計年度末比３億10百万円減の439億72百万円となりました。 

 純資産の部は、利益剰余金の増加等により前連結会計年度末比56百万円増の392億13百万円となりました。 

 以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の46.8％から47.0％となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 連結業績予想につきましては、前回予想(平成29年４月27日）を変更しておりません。なお、連結業績予想は現

時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は様々な要因により予想数値と異なる可能性がありま

す。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

  前連結会計年度 
(平成29年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,620 1,501 

受取手形及び売掛金 4,866 5,539 

商品及び製品 14,623 14,225 

仕掛品 4,297 4,671 

原材料及び貯蔵品 4,516 4,626 

繰延税金資産 992 728 

未収入金 1,748 2,044 

その他 434 106 

流動資産合計 33,100 33,442 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 13,598 13,382 

機械装置及び運搬具（純額） 22,136 21,469 

工具、器具及び備品（純額） 165 154 

土地 2,221 2,221 

リース資産（純額） 5,032 4,827 

建設仮勘定 979 1,495 

有形固定資産合計 44,134 43,551 

無形固定資産    

ソフトウエア 220 202 

その他 66 64 

無形固定資産合計 287 266 

投資その他の資産    

投資有価証券 85 91 

関係会社株式 5,155 5,155 

繰延税金資産 3 4 

退職給付に係る資産 139 142 

その他 537 535 

貸倒引当金 △3 △3 

投資その他の資産合計 5,917 5,925 

固定資産合計 50,339 49,743 

資産合計 83,439 83,186 
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    （単位：百万円） 

  前連結会計年度 
(平成29年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,642 1,548 

短期借入金 19,289 20,189 

リース債務 769 710 

未払法人税等 601 96 

賞与引当金 896 330 

役員賞与引当金 106 17 

その他 1,463 2,031 

流動負債合計 24,769 24,923 

固定負債    

長期借入金 13,669 13,354 

リース債務 4,411 4,254 

繰延税金負債 422 423 

資産除去債務 1,011 1,016 

固定負債合計 19,513 19,049 

負債合計 44,282 43,972 

純資産の部    

株主資本    

資本金 11,963 11,963 

資本剰余金 13,022 13,022 

利益剰余金 13,964 14,025 

自己株式 △76 △76 

株主資本合計 38,874 38,934 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 50 54 

繰延ヘッジ損益 △4 △3 

為替換算調整勘定 45 52 

退職給付に係る調整累計額 68 57 

その他の包括利益累計額合計 160 159 

非支配株主持分 122 118 

純資産合計 39,156 39,213 

負債純資産合計 83,439 83,186 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 7,904 9,015 

売上原価 6,005 6,757 

売上総利益 1,898 2,257 

販売費及び一般管理費 1,257 1,356 

営業利益 641 900 

営業外収益    

受取配当金 0 1 

為替差益 － 4 

物品売却益 5 4 

受取技術料 407 6 

その他 14 2 

営業外収益合計 428 19 

営業外費用    

支払利息 73 59 

為替差損 86 － 

火災損失 2 － 

その他 6 5 

営業外費用合計 170 65 

経常利益 900 854 

特別利益    

固定資産売却益 0 － 

特別利益合計 0 － 

特別損失    

固定資産除却損 1 1 

特別損失合計 1 1 

税金等調整前四半期純利益 898 853 

法人税、住民税及び事業税 41 29 

法人税等調整額 270 267 

法人税等合計 311 296 

四半期純利益 586 556 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
2 △2 

親会社株主に帰属する四半期純利益 584 559 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益 586 556 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △7 4 

繰延ヘッジ損益 △3 0 

為替換算調整勘定 △49 6 

退職給付に係る調整額 △11 △11 

その他の包括利益合計 △72 △0 

四半期包括利益 514 556 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 512 558 

非支配株主に係る四半期包括利益 2 △2 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）   金属チタン事業 機能化学品事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 4,652 3,251 7,904 － 7,904 

セグメント間の内部売上高又は
振替高 

277 3 281 △281 － 

計 4,930 3,254 8,185 △281 7,904 

セグメント利益 155 984 1,139 △497 641 

 （注）１.セグメント利益の調整額△497百万円は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費で

あります。

 ２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結損益

計算書計上額

（注２）   金属チタン事業 機能化学品事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 5,221 3,793 9,015 － 9,015

セグメント間の内部売上高又は
振替高 

331 2 333 △333 －

計 5,552 3,796 9,348 △333 9,015

セグメント利益 236 1,249 1,486 △585 900

 （注）１.セグメント利益の調整額△585百万円は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費で

あります。

 ２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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